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昨
年
‐０
月

の
第
１
回
学
習

・

交
流
に
続
き
、

第

２
回
目
は
共

通
政
策

の
４

・
５
項
目
の
沖
縄

基
地
問
題
や
東
ア
ジ
ア
非
核
化

な
ど
、

平
和
政
策

で
の
実
現
に

む
け
て
理
解
を
深
め
た
。

辺
野
古
新
基
地
建
設

の
中
止

や

日
米
地
位
協
定

の
見
直

し
に

つ
い
て

「
地
位
協
定

の
実
態
が

余
り
に
知
ら
さ
れ

て
い
な
い
。

市

民
に
広
く
訴
え
世
論
を
動
か

す

こ
と
が
必
要
」

な
ど
報
告
。

社
民
党

・
宮

日
代
表
も
沖
縄
現

地
を
訪
間
で
の
基
地
や
経
済

の

感
想
を
踏
ま
え
な
が
ら

「
基
地

経
済
や
復
興
予
算

で
成
り
立

っ

て
い
る
と
い
う
政
府

の
ウ

ソ
。

基
地

こ
そ
発
展
を
妨
げ

て
い
る
」

と
発
言
、

基
地
負
担
を
な
く
す

た
め
に
も
政
治
を
変
え
る

こ
と

な
ど
、

共
通
認
識
を
深
め
た
。

学
習

・
交
流
に
続
き
５
時
か

中
電

・
島
根
原

の
重
大
事
故

の
発

広
域
避
難
計
画

ヘ

し
て
１
月
２４
日
、

明
が
あ
っ
た
。

広

右

・
奥
津
亘
代
表

ら
駅
前

で
街
宣
、

少
し
陽
が
長

く
な
っ
た
と
は

い
え
夕
方

の
寒

い
中
、

早
足
で
過
ぎ
る
女
性
か

ら

「
社
民
党
ガ

ン
バ
ツ
テ
」

の

エ
ー

ル
に
寒
さ
も

一
瞬
和
ら
ぐ
。

自
衛
隊
中
東
派
遣
に
反
対
す

る
プ

ラ
ス
タ
ー

も
掲
げ
ら
れ
、

各
党
が

マ
イ
ク
リ
レ
ー

を
行
い

「
政
治
に
参
加
す
る

こ
と
は
人

生
を
豊
か
に
す
る

こ
と
」

と
い

う
フ
ラ
ン
ス
の
高
校
生
デ

モ
参

加
者

の
声
を
紹
介
、

行
き
交
う

人
に
呼
び
か
け
た
。

（
写
真

。
文
責
　
野
崎
）

｛
狩
牟
即

州
波

お
時
中
巾
水
却
中

こ
ろ
に
拡
大
し
て
い
る
。

全
力
を

上
げ

て
の
消
火
作
業
を
よ
そ
に
、

火
災
が
火
災
を
引
き
起

こ
し
、

日

本

の
半
分

の
面
積
を
超
え
て
延
焼

（
１
∠
郷

報
道
）

広
大
な
自
然
が

焼
失
。

野
生
動
物
た
ち

の
壊
減
的

被
書
も
伝
え
ら
れ
る

▼
こ
の
原
因

を
地
球
温
暖
化

の
影
響
と
指
摘
す

る
声
も
あ
る
が
、

グ

レ
ダ
さ
ん
に

限
ら
す
心
配
は
続
く
。

「
環
境
に

た
だ
ち
に
影
響
は
な

い
」

と
い
う

か
も
知
れ
な
い
が
、

人
類

の
生
存

に
及
ぼ
す
作
用
に
影
響
な
い
と

い

え
る
か

▼
地
球
温
暖
化
は
、

温
室

効
果
ガ

ス
の
影
響
を
１
０
０
年
単

位

で
明
ら
か
に
し
て
き
た
も
の
で

「
た
だ
ち
に
」

で
決
め
付
け
ら
れ

な
い
。

地
球
環
境
は

「
１
０
０
年

の
計
」

で
も
足
り
な

い
▼

「
自
国

フ
ア
ー

ス
ト
」

の
よ
う
に
、

塀
で

囲
ま
れ
た
中

の
社
会

で
安
全
を
う

た
っ
て
も
、

外
界
と
区
劣
で
き
な

い
水
や
空
気

の
安
全

・
安
ｂ
ま

で

保
障
さ
れ
な
い
▼
伊
力
原
発
再
稼

働
差
し
止
め
判
決
は
、

原
発

の
危

険
性
が

「
１
万
年

の
計
」

で
あ
る

こ
と
に
答
え
た
人
間

の
英
知
を
感

じ
取
る
こ
と
が

で
き
る
。

（
の
）

定
例
学
習

口
読
者
会

「
新
報
」

読
者
会

２
月

①

日

（
第

２

火
）

１

８

時
¨

党県連含活動日誌

憲
政
史
上
最
長

の
安
倍
政
権

き
基

ら
築

一曇

万
人
ア
写

ョ
ン
田

で
す
が
、

戦
争
法
な
ど
憲
法
違

が広望
寵
車入れについて県か島
署
‥

　
反
の
法
律
を
強
行
。
ま
た
働
き

i査 昇 夕 希 瞥 乗 襟 型 蜜 :

:と き :2020年 2月 11日 (央)11時 ～12時

:ところ :奈義町 (現代美術館ちかく)    :

注  催 :日本原軍事基地撤去共闘会議   :
:※津山市役所東駐車場集合 路 緑バス10:10発 :
・※岡山からの参加希望者は、党県連含    :

:8:00集 合 ・出発 (乗り合わせ)     :

れ 換 bbも 民 は 域 県 の 生 発
た が に 事 重 に

｀
避 の 質 に ^

°
行 意 で 大 と 岡 難 回 間 備 松

^な 見
｀
な つ 山 計 答 に え 江

野 わ 交 熱 関 て 県 画 説 対 た 市

下:22日党街宣の宮田。武本両氏

市民と立態野党が合意した政策13項目
をさらに深めようと、10月26日の第1回学
習会に続いて1月25日、第2回目の学習
会を開催。約70名が参加し、④沖縄基地

問題、⑤東アジアの平和と非核化などの
平和政策を中心に各党が発言、学習・交
流し、政策の理解を深めた。

写真右:立憲4野党、 左 :合同宣伝

1/1～ 5 党 県連合年始休
1/6 事 務所はじめ
1/8 私 鉄県協 ・国労旗関き ・労組 ・団体あいさつ□
1/9 市 民と野党共闘、四区支部 。宣伝カー街宣  :
1/10 全 国一般旗関き、あいさつ□り
1/11 部 落解放同盟旗聞き、党県常任幹事会
1/14 労 組 ・団体あいさつ回り
1/19 新 見地区労旗開き

'′  総 がかリ マ ツキヨ前
1/22 党 定例街宣 マ ツキヨ前
1/24 部 落解放共闘幹事会

'′  さ よなら原発 。県回答交渉
1/25 市 民と野党の学習会 ・合同宣伝 マ ツキヨ前:
1/26 党 フロック会議 新 社会党岡山旗開き
1/29 党 全国幹事長会議

力
改
革
と
い
い
な
が
ら
働
か
せ

放
題

の

「
高
プ

ロ
」

導
入
や
、

外
国
人
入
管
法
改
悪
、

水
道
、

食
料
種
子
、

漁
業
権

規
制
緩
和
な
ど

の
雇

用

・
生
活
破
壊

・
民

主
主
義
破
壊
、

さ
ら

に
は

「
桜
を
見
る
会
≡

．

一

な
ど
政
治

の
私
物
化

・

帥
麺
効
頌
調
ピ
泊

雛
、Ｅ

，平宜

取
り
す
る
形
で
緊
張

一
胡

の
中
東

へ
閣
議
決
定
だ
け

で
自

衛
隊
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
‐９

日
、

総
が
か
り
行

動
、

２２

日
に
は
党
定
例
街
宣

で

も
、

宮

日
代
表
以
下
３
役
が
改

憲
阻
止
を
訴
え
ま
し
た
。

）継
醸
減
確

葛
之
町

「
時
事
問
題
懇
話
会
」

¨

¨
２
月
２７
日

（
月
末
金
）
１
８
時
¨

採
聴
き
た
い

。
話
し
た
い
人
歓
迎
¨

¨
い
す
れ
も
岡
山
社
会
文
化
会
館
¨
こ
葬
内

手警垂昼卦驚た系鳥岳9 圭貫京多留 渦

告宮写魯啓景号魯暑告書 屯?え奮暑瑞冊°
華名卒

しi宅屯暑そ最零  農聖霞聾 らと
をげり社な党いの党伝  い続しの せ

2/9講 演とディスカッション

福島原発事故を語る
きらめきプラザ(西川原)500円
3・11への祈り実行委・他

2/2213:30講 演会「私たちは

戦争を許さない」講師・伊藤真
市勤労者福祉センター5F無 料
安保法制違憲訴訟おかやま

2/19総 がかり行動
2/26党 定例街宣
※ 18:00マ ツキヨ前

2/114:00講 演「沖縄と岡山」
基地と安全保障と民主主義
岡山市民文化ホール・小橋町
岡山弁護士会 予約不要・無料


